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【論文】 

 

ビジネスモデルイノベーションによる事業連携のデザイン 

 

谷井 良 

明星大学経営学部 准教授 

 

要 旨 

現代のビジネスは製品やサービスの差別化だけでなく，ビジネスモデルの差別化が重要な成

功要因となりつつある。技術力の向上や情報の拡散にともない，製品やサービスの標準化が進

んでいることを考察するとビジネスモデルの差別化は最も大きな競争優位性になりえる存在

であるといえよう。 

ビジネスモデルを差別化するためには，ビジネスモデルのイノベーションが必要である。ビ

ジネスモデルのイノベーションには 3 つの効果がある。事業創造，事業再生，事業連携である。

ビジネスモデルイノベーションによる事業創造と事業再生については，明星大学経営学紀要第

9 号，第 10 号で考察した。本稿ではビジネスモデルイノベーションによる事業連携にスポッ

トライトを当て考察する。 

かつての企業は自社単独でのビジネス活動を行っていたが，現在は協力関係を構築できると

ころとは連携してビジネスを行うケースが増えている。グローバル化，ネットワーク化が進み，

多くのライバル企業が出現する現代において，事業連携がもたらす効果はきわめて大きい。特

に経営資源の乏しい中小企業にとって資源の相互補完を行える事業連携は多くの可能性をも

たらす。また，事業連携することによって，従来のビジネスモデルにイノベーションを実施で

きる可能性も生まれてくる。そこで，本稿ではビジネスモデルイノベーションと事業連携の関

連性について検証する。 

 

キーワード 
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1. 問題の所在 
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図表 3－1 事業連携に期待する効果（％） 
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図表 3－2 事業連携による経営革新の効果（経常利益）（％） 
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図表 4－1 アライアンス・マトリックス各象限の戦略的背景 
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